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公
共
施
設
再
編
計
画
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
公
共
施
設
再
編
計
画
で

は
、現
在
の
公
共
施
設
を
維
持・

建
て
替
え
等
を
す
る
と
40
年
間

で
か
か
る
と
さ
れ
る
２
０
０
０

億
円
に
つ
い
て
、
50
％
削
減
す

る
と
い
う
数
字
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
同
計
画
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
考
え
方
と
手
法
を

聞
き
た
い
。

行
政
経
営
部
長
…
公
設
公
営
か
ら

の
発
想
の
転
換
に
よ
り
、
公
共

施
設
に
こ
だ
わ
ら
な
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
具
体
的
手
法
と

し
て
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
の
見
直
し
と
し
て
の
廃

止
、
統
廃
合
、
施
設
の
規
模
・

配
置
の
在
り
方
の
見
直
し
と
し

て
の
複
合
化
、
集
約
化
、
共
用

化
の
ほ
か
、
施
設
の
整
備
運
営

の
効
率
化
、
財
源
確
保
と
し
て

の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
や

民
間
活
力
等
に
よ
る
効
率
化
促

進
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

質
問
…
他
市
で
は
、
市
民
図
書
館

が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
に
移
転
す
る
な
ど

の
事
例
が
あ
る
が
、
規
模
の
大

き
い
民
間
施
設
が
な
い
本
市
で

は
難
し
い
。
市
施
設
の
類
似
機

能
の
集
約
化
に
よ
る
施
設
数
お

よ
び
面
積
の
総
量
の
削
減
と
い

う
こ
と
に
行
き
着
く
の
で
は
な

い
か
。

同
部
長
…
類
似
施
設
の
集
約
化
は

費
用
を
抑
え
る
た
め
の
方
法
の

一
つ
だ
が
、
大
事
な
視
点
は
、

将
来
を
見
据
え
た
真
に
必
要
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
で
あ
り
、

施
設
の
維
持
で
は
な
い
と
の
発

想
か
ら
、
施
設
と
機
能
を
分
離

し
、
必
要
な
公
共
施
設
の
在
り

方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
…
学
校
の
統
廃
合
の
際
は
、

廃
校
に
な
っ
て
い
く
学
校
を
選

定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

学
校
は
防
災
拠
点
で
も
あ
る
。

人
口
や
世
帯
、
面
積
、
地
形
な

ど
を
考
え
、防
災
の
観
点
か
ら
、

学
校
を
残
す
、
移
動
さ
せ
る
な

ど
の
捉
え
方
を
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長
…
現
在
、
教
育
委
員
会

で
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
施
設

整
備
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、

将
来
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移

や
学
区
の
在
り
方
、
地
域
の
つ

な
が
り
、
災
害
時
の
防
災
拠
点

と
な
る
よ
う
な
学
校
施
設
づ
く

り
と
い
う
観
点
か
ら
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
本
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
周
知
が
う
ま
く
い

か
ず
混
乱
を
生
じ
、
昨
年
、
住

民
投
票
を
求
め
る
直
接
請
求
が

あ
り
、
１
年
が
過
ぎ
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、行
政
の
事
務
は
、

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

行
政
経
営
部
長
…
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
に
よ
り
市
民
の
声

を
聴
く
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
き
た

が
、
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な

い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
出
前
講
座
な
ど
を
実

施
し
て
い
く
。
今
年
度
よ
り
、

本
庁
舎
移
転
後
の
現
在
地
の
利

活
用
の
基
本
構
想
の
検
討
を
、

新
た
な
本
庁
舎
の
検
討
と
同
時

並
行
で
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
…
住
民
の
共
有
財
産
で
あ
る

公
共
施
設
を
ど
う
す
る
か
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
最
大
限
住

民
を
巻
き
込
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
計
画
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
時
間
を
か
け
て
で

も
行
う
こ
と
が
、
将
来
の
鎌
倉

市
に
と
っ
て
大
切
だ
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

市
長
…
公
共
施
設
の
再
編
は
避
け

て
通
れ
な
い
。
市
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
声

を
受
け
た
こ
と
で
反
省
を
し
て

い
る
。
施
設
を
廃
止
す
る
場
合

な
ど
は
丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
が
必

要
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
計

画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
点
修

正
等
の
必
要
な
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
、
理
念
や
目
的
、
策
定

理
由
等
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し

周
知
し
て
い
く
。

一
般
質
問

　
災
害
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
、

次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
倒
木
・
食
品
廃
棄
物
】

質
問
…
市
は
、
台
風
15
号
、
19
号

に
よ
り
発
生
し
た
倒
木
等
は
、

50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
切
り
そ
ろ

え
た
も
の
を
収
集
す
る
と
し
て

い
た
が
、
個
人
で
の
裁
断
は
容

易
で
な
く
、
民
間
事
業
者
も
手

が
回
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

小
礒
副
市
長
…
必
要
な
方
に
は
、

造
園
組
合
な
ど
の
業
者
の
連
絡

先
を
紹
介
し
た
が
、
業
者
も
対

応
し
き
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
県
内
事
業
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
や
、
造
園
組
合

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
の
構
築

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
台
風
15
号
の
際
は
、
停
電

が
長
引
い
た
た
め
、
家
庭
の
冷

蔵
庫
内
の
食
品
廃
棄
物
が
多
く

発
生
し
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

同
副
市
長
…
停
電
の
復
旧
に
時
間

が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
た
地
域

に
つ
い
て
は
、
全
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
１
３
０
０
箇
所
に

張
り
紙
を
張
り
、
2
週
間
の
期

限
を
定
め
、無
料
で
回
収
し
た
。

【
関
係
団
体
等
と
の
連
携
】

質
問
…
鎌
倉
市
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
で
は
、
想
定
さ
れ
る
大
地

震
を
特
定
し
、
災
害
廃
棄
物
の

発
生
予
測
に
基
づ
い
て
、
計
画

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
関
係
自

治
体
や
民
間
団
体
等
と
の
協
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

同
副
市
長
…
自
治
体
で
は
、
横
須

賀
三
浦
地
域
に
お
け
る
一
般
廃

棄
物
の
処
理
に
関
す
る
災
害
等

相
互
援
助
協
定
の
ほ
か
、
災
害

全
般
の
自
治
体
相
互
応
援
に
関

し
て
姉
妹
都
市
や
県
内
市
町
村

と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
民

間
で
は
、
市
内
の
一
般
廃
棄
物

処
理
事
業
者
な
ど
14
者
、
県
外

の
廃
棄
物
処
理
事
業
者
３
者
の

ほ
か
、
鎌
倉
市
建
設
業
協
会
や

神
奈
川
県
建
物
解
体
業
協
会
な

ど
と
も
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

質
問
…
県
外
の
事
業
者
３
者
で
ど

の
く
ら
い
の
受
け
入
れ
態
勢
が

整
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直

下
型
地
震
な
ど
で
広
域
な
被
害

が
発
生
し
た
場
合
、
同
時
に
被

災
す
る
よ
う
な
地
域
に
位
置
し

て
い
な
い
か
。

同
副
市
長
…
協
定
先
の
事
業
者
の

中
に
は
、
一
日
あ
た
り
の
能
力

が
日
本
で
最
大
級
の
施
設
を
有

す
る
事
業
者
も
含
ん
で
い
る
。

ま
た
、
協
定
先
が
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
で
被
災
す
る
場

合
は
、
国
の
災
害
廃
棄
物
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
支
援
の

要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
市
内
に
焼
却
炉
を
建
設
し

な
い
と
い
う
将
来
の
ご
み
処
理

体
制
に
つ
い
て
の
方
針
は
、 

災
害
対
応
と
い
う
意
味
で
は
明

ら
か
に
後
退
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
き

た
い
。

市
長
…
焼
却
施
設
を
建
設
せ
ず

に
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
目

指
し
て
ご
み
の
減
量
・
資
源
化

を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

災
害
時
の
対
応
と
し
て
は
、
県

を
通
じ
た
支
援
要
請
や
国
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
の
ほ

か
、
市
独
自
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

態
勢
も
充
実
さ
せ
て
よ
り
万
全

な
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
12
月
定
例
会
で
は
15
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
２
月
中
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に

掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問項目一覧
①　竹田　ゆかり（無所属）
　１　��鎌倉市民の「ジェンダー格差」解

消に向けて
　２　�子どもたちの学習権を守る「教育

環境条件整備」について
　３　�子どもたちの学習権を守る「教職

員の働き方改革」について
　４　�「庁舎管理規則」の見直しについ

て
②　長嶋　竜弘（無所属）
　１　�鎌倉市政に異論反論オブジェク

ションVOL.9
　　　�鎌倉市政は非常事態、今、ＮＯと

言える議会、ＰＤＣＡ・支配型リー
ダーシップからの脱却、対話によ
るまちづくりが必要

③　河村　琢磨（ヴィジョン）
　１　�「65歳の壁」問題について
　２　�災害対応事例から考えるＳＴＥＡ

Ｍ教育と未来の教室について
　３　�行政経営最適化と外部委託事業者

の管理について
　４　�「組織的なコンプライアンス確保

のための仕組みづくり」の評価に
ついて

④　納所　輝次（公明党）
　１　�災害対応と地域を守る建設土木工

事の担い手を育てる公共工事の平
準化について

⑤　髙橋　浩司（鎌夢会）
　１　�公共施設の再編について
⑥　保坂 令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　�災害ごみの処理について
　２　�公共施設再編計画について
⑦　くりはら えりこ（無所属）
　１　�多世代交流・コミュニティの大切

さについて（ＳＤＧｓ目標17）
　２　�市民活動の拠点プラットホームづ

くりについて（ＳＤＧｓ目標17）
　３　�台風15号・19号の災害対応につ

いて（ＳＤＧｓ目標13）
　４　�被災時の情報収集と市民への情報

発信のあり方について（ＳＤＧｓ
目標９）

　５　�災害弱者への危険周知と避難所へ
の誘導について（ＳＤＧｓ目標１・
３・10）

　６　�避難所の開設と運営について（Ｓ
ＤＧｓ目標11）

　７　�水や非常食の取り扱いと利用・廃
棄の基準について（ＳＤＧｓ目標
２・６）

　８　�市民からの問い合わせ窓口対応に
ついて（ＳＤＧｓ目標11）

　９　�被災者への御見舞金制度と防災工
事について（ＳＤＧｓ目標11・13）

　10　�文化財の火災・災害対策につい
て（ＳＤＧｓ目標11）

　11　�災害時のゴミ置き場や応急仮設
住宅配置計画について（ＳＤＧ
ｓ目標17）

　12　�鎌倉市の気候非常事態宣言と気
候危機対策の進捗状況について
（ＳＤＧｓ目標13・17）

　13　�鎌倉市の財政と入札について（Ｓ
ＤＧｓ目標11）

⑧　森　功一（自民党鎌倉市議団）
　１　�森林保全と防災対策について
　２　�災害時の受援体制について
⑨　伊藤　倫邦（自民党鎌倉市議団）
　１　�国道134号線について
　２　�避難所開設について
　３　�消防施設整備について
　４　�傾斜地の樹木伐採について
　５　�天ケ谷戸隧道補強工事について
　６　�岩瀬隧道切り通しについて
　７　�鎌倉湖（散在ケ池、ため池）その

後の調査について
⑩　吉岡　和江（日本共産党）
　１　�防災、災害、安全対策について
⑪　山田　直人（鎌倉みらい）
　１　�商工業振興の充実について
　２　�商店街の活性化について
⑫　前川　綾子（鎌倉みらい）
　１　�台風15号・19号に学び、災害へ

の備えを考える
⑬　高野　洋一（日本共産党）
　１　�公共施設再編計画の見直しについ

て
　　　�―長谷子ども会館、岩瀬子ども会

館及び玉縄青少年会館の閉鎖問題
から何を教訓にすべきか―

　２　�公的不動産の活用について

⑭　日向　慎吾（鎌夢会）
　１　�海洋ごみの対策について
　２　�災害ごみの処理と復旧について
　３　�高齢者外出支援サービスの充実に

ついて
　４　�2020年オリンピック・パラリン

ピックに向けて
　　　（交通・漁業補償・海水浴場）
⑮　千　一（無所属）
　１　�災害時要援護者登録制度は活用さ

れたか？
　２　�身体障がい者中心のグループホー

ムについて
　３　�選挙制度について
　４　�重度訪問介護について
⑯　松中　健治（無所属）
　１　�ＳＤＧｓへの取り組み
　２　�台風被害からの教訓と対策。国道

134号他
　３　�清掃工場。災害ゴミ他。
　４　�やぐらについて。
　５　�文化財保護対策。
※�松中議員は病気欠席のため、一般質問
を実施しませんでした。

一般質問の録画中継映像は、
こちらからご覧いただけます。

公
共
施
設
再
編
計
画
に
つ
い
て

災
害
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て


